


























人数（名） 42 305 347
年齢（歳） 75.9±6.7 73.1±5.9 73.4±6.1
身長（cm） 164.5±6.6 152.1±5.7 153.6±7.1
体重（kg） 61.1±8.4 51.6±7.2 52.8±8.0
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図２　％YAM低値群と高値群における１日あたりの主菜摂取量（女性）
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【考察】女性において%YAM高値群と低値群間で運動
量や食事の多様性得点、推定カルシウム摂取量に差は見
られないものの、主菜摂取量は%YAM低値群で少なかっ
た。本研究では、体型など他因子を考慮できていないが
%YAM低値群では、運動やカルシウム摂取、多品目の
食品摂取を実践できているものの、主菜については必要
量摂取できていない可能性が示唆された。骨の健康に関
する食事管理としては、カルシウムやビタミンD、ビタ
ミンKなどの栄養素の摂取を中心に情報提供を行うこと
が多いが、主食・主菜・副菜を揃え、それぞれを必要量
摂取できる食生活も重要であり、これらを含めた総合的
な情報提供が高齢者の骨の栄養管理に必要であることが
示唆された。
【まとめ】本研究の対象者は、ほとんどが高齢者で
あり、要介護状態やねたきり状態に陥るのを防ぐた
め骨粗鬆症・骨折の“予防”が重要となる。本研究
では、全対象者の64％が骨粗鬆症・骨折のリスク
を有していた。骨形成は小児期と思春期に活発に行
われるため、この時期に十分な骨量を獲得しておく
ことが高齢期の骨粗鬆症・骨折予防として重要であ
ることは言うまでもないが、ガイドラインにおいて
は「対象者の実情に合うよう綿密にデザインされた
栄養指導を継続的に行えば、骨密度の改善に結び付
くと考えられる」と提案している。
　食事調査においては、主菜量のみならず、食事摂
取量全体の調査を綿密に、継続的に行うべきである
とは考えるが、１回限りのかつ限られた時間の中で
食生活を詳細に調査することは実質的に困難である。
そのため、来年度は中高年者の骨に関する知識に焦
点をあてて調査し、知識の盲点を探ることで、今後
どのような情報を栄養相談・栄養指導で提供すべき
かを検討する予定である。
 （德本美由紀）
